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華
山
は
弱
震
な
り
‘

陸
前
金
山
附
近
ま
で
一
帯
じ
有
感
畳
な

叶
リ
、
.

会灘沖

一
四
一
・

o

三
大
e
Q

一
三
七
・
五
一
宮
、
常
震
城
島
成
し
て
関
東
地
方
に
於
て

三
=
一
・
五
一
一
一
，
般
じ
感
覚
め
り
れ
り
・



十

八

二
十
三
日 日

十

二
十
四
日
一

O

時
三
十
七
分

一
十
時
三
十
五
分
一
一
線

/1 

四

阪

島

附

近

藩

北
海
道
襟
裳
岬
沖

賀

海

時
十

F、
ノJ

頴

分
一
稲
顕
著
一
浦

中

旦

十

八

時

四

十
分
一
類

時
八

若

磐

城

三

十

日

二
十
六
旦
十

一
十
三
時
五
十
二
分
一
和
額
菜
一
筑
波
山
附
近

五

月
六十十十二

十
二
日
一
四

二
十
六
日
一
四

二
十
九
日

..&.. 
J、

月
豆

著
一
浦
堕
南
東
の
沖

日

十

五

時

十
五
分

稿

顕

著 著

伊能初繭

豆 代 島
大川桝

後白
島上旬T
附流附
近 域 園 近

ヲト

H 、日

六十

ノ、

時
十

時
四
十
五
分
一
顕

グ

一
三
一
ニ
・
一

三
四
・
一

i皮

一
四
二
@
七

回
一
。
七

一
三
九
e
八

三
五
。
ニ

吉広

一
四

0
・五

三
七
ヱ
ハ

一
四

0
・二

一ニムハ・一一

一
三
=
一
@
四

四
一
・
四

一
四

O
@
二

三
七
@
四

一
四
一
・

o

三
九
・
三

一
三
九
・
三

三
四
・
七

不自

額

害著 著

花 花 加 鹿豊

運世見後
田

港附島 71<

沖沖近!隠道

四 一 四 二 一O 三二

O七 00四 三二O

時

十

九

分

時
五
十
五
分

一
十
一
時
二
十
一
一
分
一
グ

日
一
十
三
時
一
一
十
一
分
一
(
繍

// 

蓮

港

瀬
戸
内
海
沿
岸
に
一
般
に
感
じ
、
四
阪

島
に
て
は
強
震
な
り
、

~w.:陸

一域前
七l工金
八関山
O東附
方及近
旦東(:t
1J: ~t :5~ 
り地震
、方l二
!こし
及て
ぴ、

面有
積感

賀函異
附館常
近・震
1J:浦域
り1111二
、及し
ぴて
盟人
屋腰
崎感
附覧
廷は
、北

横海
須遺

強
震
は
大
島
@
横
須
賀

ιし
て
有
感
区

域
は
釧
路
4
・
り
西
方
は
潮
岬
・
律
。
彦
根

に
亘
り
八
丈
島
じ
も
及
ぶ
、
被
害
な
し
、

九
州
・
四
図
・
山
陽
・
山
陰
に
感
箆
め
り
‘

1J: 1J: 1 二 5~
2きり至震
l二、ろ匡

も普地域
開通方は
ら日に蘇
?本し洩
土遺て附
梯家其氾
家屋他4
屋ははり
は何強成
等震海
損の南
害弱部

一
三
七
、



一
三
入

被

害

表
)

合書花墓同議嘉南蚕新桃宜謹 地

計 東線南義投中竹闘関・北 名

死

五 一 一 一 者
一 一

A. 一一五 一

重者傷

一 軽者傷
一 一 一一一一 五一
一 2ニ土ベ. 一
O 三五 八

援 現三六一二 一 二 一 九 む 五八 O
一 宇一
一一一 四七五 四

壌
{主

一 一一一 三一一一二一七八四

一一一 一 大
家五一 一三大 O 二八

O 九三七二二 O 四三回大 O 政

五 一 一一一 屋
~ 0 - 一一一 -ノI、4 

破四四九 - 0 O 

-{:J 司咽田・司・・・a‘ 幅晶 接全 三ド
一 一 五 一 七一七大 一一 --
匹l 一一一 壌ミド 住
-，，a、A 一 一 一二五四 一

五ニ 破犬 翁*
-明- 咽幽-・ .園開・4・b 圃圃圃- 一 二七五七一=司回・・・4・・回開ー・4・ -‘ .圃圃-‘

六四 大 I~t屋|四九三 ーノ-1、A 

損
害
多
数
に
上
九
リ
‘
彰
化
支
醸
の
報
告
に

4
札
一
ぱ
被
害
家
庭
は
到
底
平
素
に
於
て
住
む
に
堪
へ
ざ
る
も
の
多
〈
完
全
な
ろ
家
屋
に
は
損
害
な

L
芝
、
恐

く
は
此
報
告
は
損
害
家
屋
の
全
般

ι麿
用
し
て
不
可
な
か
る
べ
仁
、
掲
出
ぜ
る
被
害
表
ド
‘
よ
れ
ば
被
害
喜
中
以
北
ド
多
く
南
投
・
嘉
義
以
南
は
極
め
て
少
数



な
け
、
震
源

ι最
も

返

さ

花

蓮

港

に

被

昆

の

多

き

ミ

又

一

般

じ

東

海

申

は

人

口

稀

薄

な

る

土

め

な

サ

.

此

表

以

外

に
酒
蕗
破
接
、
煙
突
破
損
、
遺
路
、
橋
梁
、
電
柱
等
の
損
害
家
畜
の
墜
死
等
わ
り
十
い
り
、

石

踊

一

弱

き

方

)ι
し
て
強
震
部
四
四

O
Q
方
里
ド
達
し
、
花
蓮
港

ι於
て
は
少
く
さ
も
一
同
の
有
感
箆
の
前
震
わ
サ
十
ト
サ
、
石
垣

島

じ

、

諺

湖

島

二

十

六

秒

、

墓

束

十

四

秒

な

り

‘

那

覇

二

十

一

秒

、

華

南

十

四

秒

.

恒

春

二

十

四

秒

な

り

叉

海

震

は

顕

著

仁

し

て
花
る
長
春
丸
は
暗
礁
に
踊
れ
土
る
が
如
く
感
じ
基
隆
港
内
の
船
舶
亦
之
ら
感
?
、
日
本
郵
船
合
同
社
三
河
丸
は
北
粋
二
十
一
一
.
度

十

二

於

て

海

ふ

、

七

五--L. 
ノ、

-L-
ノ、七 -L-

ノ、

日一

O
日
三
十
三
時
四
十
五
分
一
稲
顕
著
一
花

// 

日日

五
日

七

時
五
十
四
分

時
三
十
九
分

// 

時
三
十
二
分

運

港

// ノグ

時
五
十
一
分

ノグ

花 掛

覇

西

方

の

沖

港

グ

選

二
十
五
日
干
九
時
二
十
四
分
一
額

著

一

襟

裳

岬

附

近

月
四七十

日

一
十
三
時
十
九
分
一
稲
穎
著

// 

荷 IgU 

日
一
十
三
時
十
九
八
句

日

O 
日

十

時
八

4テ

ノグ

十伊

豆

大

島

附

近

時
十
五
八
ザ

ノグ

橋

M
M
U
 

W
れ

M
B

崎

附

勝

海

沖

一
二
一
・
七

二
四
・

o

三
二
・
七

二
四
・

o

山
叩、wed-

三
二
・
七

二
四
・

o

一
一
一
六
・
コ
一

二
六
・

o

コ
二
・
七

二
四

@
O

一
四
コ
一
・

o

四
二
・
八

近

一
三
九
三

三
六
・
四

近

一
三
九
・

0

一一一ムハ・=一

一
四
コ
干
五

四
ニ
・
五

岸

一
三
九
・
四

.
=
一
四
・
七

伶
震
、

ググの名西し花
十瀬諸外蓮
岡三島、港
わ同lこ花沖
り、て蓮の
ア:蚕l:t港徐
り島石の震
、全垣地'r.r..
島島震リ
iこ附l二 、
て近糟此
有に登に
感四し表
の問て出
も、南ぜ

弱
震
ら
感
ぜ
し
は
水
戸
・
足
尾
・
横
漬
・

日
光
・
宇
都
宮
・
熊
谷
等
な
り
、

関
東
地
方

ιて
は
七
月
中
に
此
他
に
有

感
地
震
七
十
五
同
わ
り
仁
り
、

地り日大
震十牛島
絹時前々
後十九隠
し五時ふ
'十分四り
こ強十の
日震八報
夜わ分告
まりにl二
で嗣徴4
i二後震れ
合大ーtf'
計小同十
三のわ二

一
三
九



大
正
九
年

七
月
十
二
日
一
十

十

十

l¥ 

月
十
五

十

七

九

月
六十

日

一
十
二
時
十

五
，
分

時
五
十
七
分
一
稲
田
制
妻
子

グ

日
三
十
一
時
十
八
分

一
十
時
五
・
十
分

日旦
十
六
時
四
十
二
分
一
頴

七
日
一

O
日
干
三
時
四
十
一
分

時
八

司
二
十
一
日
一
五

分

類
グ// 

著

会111

勝

海

岸

一
四
三
・
五

四
ニ
・
五

憂
油
開
宜
蘭
沖

ニ
宅
島
東
方
の
沖

岐

阜

附

十

月

十

八

二
十
七
旦
十
四
時
三
十
一
分
一
額

2分

十

日

十

七

日
三
一

路

一
二
二
・
七

二
二
・
七

一
四

O

。。
三
四
・

o

近

一
コ
一
六
@
七

三
五
。
三

著
一
恵
山
岬
東
方
沖

時
二
十
七
分
「
稲
類
審
一
陸
奥
東
方
の
沖

日寺
』十

四

沖

一
四
四
@
五

四
ニ
・
五

稲
田
制
著

茨

域

!採

北

部

四四三四
一一六O

八八八王

グ

著
一
襟
裳
岬
南
東
方
沖

紗

那

南

方

沖

二
十
日
一
十
九
時
二

1

時

十

分

和、

顕

著

花窃11

// 

分

路
運

港

一
周
二
@
六

四
一
・
一

四四
一四
o o 

一
四
八

eo

四
一
・
四

品
甲、UJ

・
一
四
四
e
九

四
一
・
九

沖

一
二
一
一
土
一

二
四
・

o

!
、
一
回

O

十
回
向
。
多
き
に
遣
し
其
外
微
震
多
数

わ
り
十
三
日
に
至
り
て
も
十
四
同
、
十

四
日
及
十
九
日
各
一
同
お
り
に
り
、
被

害
な
し
三
原
山
も
異
常
な
し
、

弱
震
八
丈
島

ι・
し
て
微
震
は
東
京
・
筑

波
山
@
沼
浄
足
尾
等
な
り
、

美
浪
。
尾
張
。
三
河
@
伊
勢
は
弱
震
な
り
、

北
海
道
の
犬
部
分
に
て
感
覚
わ
り
釧
路

は
弱
震
な
り
、

千
葉
勝
北
宇
。
東
京
・
時
玉
・
栃
木
・
茨
城

一
服
島
の
詩
的
鯨
に
亘
り
て
感
じ
穴
・
り
、

震
院
は
強
き
さ
こ
ろ
さ
雄
も
弱
震
な
け
，
，
、

青
森
螺
東
部
。
北
海
道
渡
島
・
謄
振
附
涯

の
一
部
に
於
て
は
強
震
在
感
ぜ
り
、
震

域
南
は
金
山
P

ふ
り
北
方
は
旭
川
附
逗
に

豆
り
市
積
二

O
八
九
O
方
里
な
り
、

震
域
南
は
水
津
北
は
札
幌
・
釧
路
に
豆

り
に
れ
ど
皆
微
震
ら
感
ぜ
し
の
み
な

叶
リ
、
.

函
館
。
宮
古
・
釧
路
・
踊
島

ιて
微
震
た

感
?
、

震
域
南
は
甲
府
L
サ
北
は
千
島
一
帯
戸

豆
サ
宕
手
4
り
紗
那

ι至
ろ
海
岸
は
弱

震
在
感
ぜ
り
.
紗
那
は
強
震

t
Jリ、

納
沙
布
仰
に
て
は
弱
震
な
り
.

室
北
は
弱
震
、
室
中
は
微
震
な
り
‘
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十
一
日
一
四

二
十
四
日

十
一
月
九

十

十
二
月
三五オ

四

日

一

十

日日

十

日

八

日

一
十
一
時
五
十
八
分
一
一
線

時

十

六

分

一

積

額

蒼

一

花著

陸

時

三

十

八

分

ル'

鹿

連
中島

港

時
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十

七

分

一

稲

顕

著

一

有

田
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上

流

域

時
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ナ

全

額

著

一

鹿

島
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北

部

時

二

十
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分

時

四

十

五

分

一

稲

顕

著

一

束

京

海

北

岸

十

六

日

三

十

一

時

九

~句、

/J 

額一

十

九

旦

七

二

十
二
十
二
日
一
五

二

十

五

旦

六

日

五

著

大支支

那霊基

地甘海

粛 束

震待客15

ぷr

時
十

分

額

時

五

十

一

分

一

積

額

蒼

一

筑

後

川

上

流

域
東

著

磐

稲

顕

著

襟

時
八

ノ、、
" 

一
一
十
七
日
一
十
八

時

五

十

分

時
二
十
一
分
一
へ
額
著
多
少
J

一目

2
f被
害
あ
り
¥
一

11 

日

城
ぷ主-

蕊

向
キ艮

問
中

'
m
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F甘

沖

一一一一一・一一

二
四
・

o

沖

一
四
二
・
四

三
八
・
九

，凝

一四一一・

o

一ニムハ@コ一

一
三
五
@
六

三
四
・
一

一
回
一
@
四

三
六
・
五

一
三
九
・
八

三
五
@
八

一
三
二
@
八

三四@一'一

一O
八・
0

四
O
@
O

一三
O
@
八

一一一一ニ・コ一

一四
O
@
七

三
七
・
四

一
四
二
・
九

四
一
工
ハ

一
三
一
@
八

一一一一てて一

一
三
九
・

o

三
五
@
二

部沖洋近

、弱ぜに弱
震サし震
は‘て宮
金震古
山域J
~!.t: (:t央

遺務
主張本
り孟l工

白石
-

~~t;è-
l二~
感山

{:t里南震
弱iこは域
震達沼は
なぜ津本
りゅ l二外i
‘、及東

銚ぴ海
子商岸
3積に
信一泊
7八[}
幅四北
島O{:t
l二O宮
て方古

東
京
の
少
し
く
北
東

ιし
て
震
域
は
関

東
一
帯
な
り
東
京
弱
震
へ
弱
、
き
方
)
な

震
域
は
四
岡
及
中
岡
一
帯
な
り
震
度
は

弱
(
弱
、
さ
方
)
な
り
、

甘
粛
省
ド
て
は
多
数
の
死
傷
者
私
生
じ

本
邦

ιて
は
憂
中
・
金
津
・
徳
島
に
て
感

畳
わ
り
、
又
天
津
に
て
は
強
震
(
弱
き

方
)
な
り
、

震
央
は
隈
町
附
返
に
し
て
震
度
強
(
弱

き
方
)
な
り
震
域
九
州
一
闘
及
山
口
鯨

下
に
亘
れ
り
、

強
震
ハ
弱
、
き
方
)
は
一
脇
島
・
宮
城
廓
の
東

部
に
し
て
有
感
直
域
北
は
函
館
4
り
南

は
沼
津
@
京
都
に
及
ぺ
り
、

昂
一
民
域
は
宮
崎
@
臨
児
島
雨
鯨
下
に
し
て

官
崎
市

ιて
は
弱
震
f

弱
き
方
)
行
り
、

同
日
午
前
中
4
り
多
少
の
微
J
和
感
じ

八
時
四
十
六
分
頃
沼
津
に
て
観
測
ぜ
る

四
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事

匹

も
の
も
比
前
震
の
一
な
り
ヤ
七
時
二
十

分
間
唄
突
然
箱
根
地
方
一
帯
に
強
震
わ
り

弐
で
小
匪
域
及
ぴ
局
部
性
地
震
頻
セ
三

し
て
起
り
塗
に
此
地
震
ざ
な
り
十
一
り
、

其
後
も
地
震
は
益
々
埼
加
し
十
九
時
さ

二
十
時
三
の
聞
に
は
こ
十
五
同
以
上
に

及
ぺ
・
り
‘
そ
の
後
は
次
第
に
鎮
静
し
夜

半
a

後
は
大

ι其
数
島
被
ぜ
り
、
芦
の
湖

畔
の
箱
根
町
一
帯
は
地
震
の
れ
め
墓

石
、
石
燈
寵
の
韓
倒
、
破
損
ぜ
る
も
の

多
く
又
家
屋
の
多
少
移
動
、
壁
D
亀
裂

し
れ
ろ
も
の
二
三
わ
り
れ
サ
、
震
源
は

大
正
大
年
の
地
震

ι比
し
て
，
少
し
く
南

に
移
り
駒
ヶ
岳
南
麓
附
近
に
あ
る
が
如

し
、
犬
正
大
年
の
も
の
に
比
し
地
震
の

数
は
少
な
く
鳴
動
も
少
か
り
し
が
震
度

は
大
な
り
し
が
如
し
‘
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時
五
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一
コ
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三
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一
三
一
・
九

三
三
・
七
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相
模
全
部
武
蔵
の
一
部
に
て
は
強
震

(
弱
き
方
し
に
し
て
震
域
は
東
は
茨
城
西

は
岐
阜
・
愛
知
、
北
は
長
野
鯨
に
及
べ

り
‘
理
震
ハ
弱
き
方
〉
は
金
山
e
熊
谷
・
繭

島
に
し
て
震
域
ロ
函
館
及
飯
田

ι達

し
面
積
三
九
二

O
O
方
里
な
り
‘

異
常
震
域
ド
し
て
千
葉
。
茨
披
廊
下
じ

感
ぜ
り
、

北
関
東
一
帯
ド
有
感
也
り
、

石
垣
島
弱
震
、

九
州
の
大
部
、
四
圏
西
端

ι有
感
な
り
‘

佐
伯
附
近
に
て
は
強
震
(
弱
き
方
〉
じ
し

て
被
害
有
る
べ
き
程
度
じ
わ
ち
ざ
る
地

震
な
れ
ざ
も
雨
三
日
前
よ
り
降
雨

ιて

地
は
弛
緩
し
居
ゆ
れ
る
わ
い
め
徳
浦
隠
遣

さ
鳥
越
隠
遵
さ
の
中
聞
の
臼
杵
騨
よ
り

一
O
八
哩
一
八
附
涯
の
約
百
尺
の
切
取

り
が
亀
裂
私
生
じ
汽
草
遁
過
前
約
十
五

立
坪
崩
援
し
汽
車
通
過
の
際
は
約
七
坪

崩
援
也
り
、
汽
車
は
軌
道
上
に
績
は
れ

る
土
砂
さ
街
突
し
又
再
ぴ
崩
落
の
土
砂

の
れ
め
脆
線
顛
覆
し
破
接
ぜ
り
、

強
震
(
弱
き
方
U

口
鹿
島
に
し
て
震
域
九

州
北
部
・
中
園
及
四
闘
の
一
部
に
一
旦
れ

陸
前
園
金
山
弱
震
、

弱
震
は
横
潰
同
〔
弱
き
方
)
は
東
京
・
横

須
賀
ド
し
て
震
域
は
茨
披
南
西
部
4
り

静
岡
・
山
梨
の
皆
既
な
り
、
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四
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ぜ
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震
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口
石
巻
4
サ
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葉
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震
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感
ぜ
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一川

(
弱
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北
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宇
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四
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地
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五
回
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踊
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太
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岸
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義
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地
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ろ
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仔
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震
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岸
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湾
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三
五
・
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帯
庚
弱
震
な
り
、

新
知
島
の
北
西
端
附
近
は
崩
壊
し
れ
サ

関
東
地
方
の
一
部
に
有
感
豊
な
り
、

関
東
地
方
の
一
部
に
有
感
箆
な
り
、

弱
震
は
横
演
に
し
て
同
ハ
弱
き
方
υ
東

京
@
横
須
賀
な
り
、
震
域
は
東
京
府
及
神

奈
川
服
東
部
地
方
な
り
、

震
域
北
は
秋
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地
方
L
サ
南
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新
潟
地

方
に
至
ろ
日
本
海
沿
岸
な
り
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有
感
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南
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秋
田
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石
巻
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り
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紗
那
じ
至
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太
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洋
岸
一
帯
に
し
て
紗
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に
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弱
震
(
弱
き
方
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な
り
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大
分
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弱
震
ハ
弱
、
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な
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愛l二毎亘感震時
地入日 VJ地わ伊
震サ二有震り佐
めて三感わ之郡
りも同なり£犬
、備のり ‘り口
十周以 以町
一襲来 後及
同地薩 薩出
の震摩 摩水

愛
媛
及
鳥
取
麟
の
一
部
さ
虞
島
・
烏
根
・

山
口
勝
及
封
馬
の
一
帯
に
亘
り
微
震
在

感
ゼ
リ
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境
・
釜
山
@
殻
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等
に
微
震
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?
、
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ω
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裂
、
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裂
あ
り
、
震
域
北
は

釧
路
よ
り
南
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大
阪
に
豆
り
.
東
京
・
銚
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・
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戸
・
熊
谷
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宇
都
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・
横
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横
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強
震
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弱
き
方
〉
な
り
、
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儲

震
五
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十
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損
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瀬
戸
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損
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あ
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弱
震
は
踊
島
・
熊
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・
横
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横
須
賀
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山

形
に
し
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東
京
・
石
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白
新
潰
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甲
府
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宇

都
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弱
震
(
弱
き
方
d

な
リ
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区
域
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亘
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四
国
及
和
歌
山
鯨
下
に
感
血
高
官
り
‘

四
日
二
十
二
時
頃
地
鳴
ら
伴
へ
る
小
区

域
地
震
ら
前
駆
さ
ぜ
サ
、
本
震
の
さ
き

も
地
鳴
た
伴
ぴ
滋
賀
・
=
一
重
・
奈
良
・
和

歌
山
の
諸
膝
じ
て
聞
き
れ
り
‘

津
は
弱
震

ιし
て
敦
賀
・
漬
松
・
踊
井
は

同
(
弱
き
方
)
な
り
、
有
感
盟
国
匝
域
は
近

畿
地
方
、
四
閣
の
一
部
・
岐
阜
・
静
岡
豚

下
の
大
半
さ
甲
府
・
箱
根
附
近
ま
で
に

及
ぺ
り
、

及山て弱
ぷ梨震震

謹号
川耳元7
の秋ゾ
諸国(工
騒の水
iこ雨、患

至廓主
る£部
地り宮
方南l二
l二方し

水
津
口
弱
震
な
り
、
震
域
巌
手
・
秋
田
£

り
甲
府
・
=
一
時
宇
島
に
及
ぶ
、

震
域
宮
城
・
踊
島
・
茨
城
の
三
豚
に
過
?

根
室
・
釧
路
・
函
館
・
秋
田
に
於
て
は
微

震
な
り
、

秋
田
に
r
L
微
震
ら
感
?
、

島震
主域
同一l工
JIJコ

ーの 二
回諸号
七府奈

麟 良

計
h 歌
3・山
岡・
山犬
E2阪局、.
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五
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八
分
一
積
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若
一
宇
都
宮
附
近

一
四
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三
六
・
五

十

八

四

月
二
十
三
旦
十
四

=
十
六
日
一
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時

分
一
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顕
著
一
紀
伊
水
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北
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一
三
五
@
O

三
四
・
三

一
四
八

一
部

a

い
し
て
之
等
の
地
方

ιて
何
札
も

微
震
在
感
ぜ
り
‘

時
三
十
一
全
額

灘
三
割
~
ハ
品

前
記

4
り
も
震
域
梢
狭
し
、
何
れ
も
微

震
在
感
ぜ
り
.

弱
震
〈
弱
き
方
)
水
戸
@
水
津

e

い
し
て
震

域
北
方
は
盛
岡
附
近
「
h

り
南
方
口
沼
津

附
近
に
亘
る
、

震
央
附
近
な
る
宇
都
宮
は
強
震
(
弱
き

方
」
に
し
て
水
戸
・
熊
谷
同
弱
震
な
り
、

有
感
医
域
は
関
東
地
方
・
山
梨
・
静
岡
膝

下
に
豆
れ
り
、

有
感
区
域
北
方
は
秋
田

L
リ
南
は
甲
府

に
一
且
る
、
石
巻
・
金
山
は
弱
震
ハ
弱
き
方
)

な
り
、

有
感
区
域
北
は
秋
田

4
り
南
方
は
八
丈

島
、
四
方
は
奈
良
・
京
都
地
方
に
-
豆
り
れ

り
、
震
央
附
近
ド
て
は
地
鳴
か
伴
へ
り
、

東

京

湾

沿

岸

一

、

土

蔵

壁

、

飾

窓
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硝

子

等

に
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害

わ

り

又

煉

瓦

防

火

壁
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倒

れ

れ
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も
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多

し
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石

垣

の

接
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わ

け

又
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じ

れ
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め

り
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へ
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ビ
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デ

y
r
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き
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な
り
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千
葉
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に
て
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此
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被
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多
し
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木
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津
附
近

ιて
は
小
皐
校
舎
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傾
斜
わ
り
金
田
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に
て
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土
蔵
一
棟
潰
壌
し
北
保
に
て
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家
屋
の
大
政
四
十
棟
、
館
山
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℃
は
ド
八
棟
、
嬰
房
に
て
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四
棟
、
館
野
・
勝
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に
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線
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保
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二
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わ
り
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全
潰
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宮
崎
村
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戸
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県
房
・
舘
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又
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潰
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仁
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又
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縄
本
島
及
石
垣
島
に
感
盟
国
す
、
恒
春

蓋
束

ιて
弱
震
(
弱
、
き
方
)
な
り
‘

宇
都
常
は
強
震
ハ
弱
き
方
V

弱
震
(
弱
き

方
)
は
金
山
及
熊
谷

ιし
て
有
感
覚
匝

域
北
口
秋
田
@
岩
手
廊
下

4
り
南
は
山

梨
・
千
葉
・
神
奈
川
・
東
京
の
詩
府
豚
じ

豆
れ
り
、
被
害
な
し
、

有
感
隣
諸
匝
域
北
は
秋
田
・
岩
手
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廊
下

よ
り
南
方
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甲
府
・
静
岡
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紳
奈
川
・
千

葉
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詩
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ド
一
旦
り
震
央
附
近
ド
て
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弱

震
ハ
弱
ラ
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〉
な
り
、

水
戸
@
横
須
賀
・
宇
都
宮
・
踊
島
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筑
波
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に
て
徴
震
在
感
じ
ゃ
h
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此
の
附
近
・
ふ
り
は
本
月
五
日
二
十
三
時

頃
ム
ハ
日
零
時
頃
、
二
十
三
日
十
八
時
頃

に
も
小
直
域
地
震
わ
り
、

一
四
九
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・
和
歌
山
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踊

井

一

部

岐
阜

管津関
東
地
方
全
部

ι感
覚
し
、
東
京
・
横

演
・
横
須
賀
・
熊
谷
・
宇
都
官
弱
震
(
弱
き

方
一
)
な
り
.

強
震
ハ
弱
き
方
U
M
U
石
巻
ド
し
て
弱
震
は

水
津
同
ハ
弱
、
ざ
方
J

は
秋
田
・
踊
島
・
横
須

賀
巳
し
て
震
域
釧
路
L
り
沼
津
・
甲
府
・

新
潟
に
一
旦
る
一
帯
な
り
、
而
し
て
石
巻
@

福
島
・
宮
古
に
て
は
地
鳴
か
伴
へ
サ
、

父
島
日
い
て
緩
漫
民
感
ぜ
リ
、
徴
勤
計

a

い

は
日
本
金
園
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録
ぜ
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弱
震
な
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震
央
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び

ゃ
い
け
'
庚
島
は
弱
震
ハ
弱
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足
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宇
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熊
谷
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弱
震
/
弱
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り
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大
正
九
年
六
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五
日
の
も
の
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失
ヤ
地

震

ιし
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死
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入
金
援
牛
壊
家
屋
三

十
六
戸
な
り
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芸
北
強
震
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弱
き
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中
・
花
蓮
港
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弱
震
、
石
垣
島
は
弱
震
(
弱
、
き
方
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な
り

而
し
て
俵
震
の
頒
繁
な
る
、
唱
さ
甚
し
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九
月
中
に
於
て
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感
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活
七
十
七
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無
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江
千
五
百
七
同
に
建
ぜ
り
、

石
巻
・
一
腕
島
・
水
戸
・
甲
府
@
宇
都
宮
・
筑

波
山
じ
て
微
震
か
感
ぜ
り
、

儀
震
、

俵
震
、

能
震
、
宜
蘭
・
蘇
海
・
大
南
袖
仰
の
海
岸
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損
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狭
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形
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梨
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部
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静
岡
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彦
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根
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釧
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・
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近
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附
近
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弱
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本
邦
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金問j
部;壌
に及
言巴死
象傷
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北
海
益
金
島

ι感
じ
帯
庚
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は
弱
震

な
り
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沼
一
春
・
石
垣
島
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弱
震
ら
感
ぜ
り
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帯
貨
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弱
震
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弱
き
方
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し
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感
閲
覧
せ
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央
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岸
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サ
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仕
種
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有
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な
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4
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れ
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に
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な
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被
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叶
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す
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し
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ι
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関
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身
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箆
め
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異
常
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北
海
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の
大
宇
に
於
て
微
震
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感
ぜ
り

本
邦
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岡
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梨
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鎌
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潰
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又
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沿
岸
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落
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熱
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滞
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落
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踊
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・
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岡
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岸
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目
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岡
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滋
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